
肇特集肇 東京湾横断道路

1 . は じ ど)に

東京湾横断道路は,東京湾の中央部に建設される

約15kmの道路である。この完成後,約 10hの トンネ
ルの中央に設置される川崎人工島, トンネルの両端

に浮島取付け部および木更津人工島,さ らに木更津

側約4.4揃の橋梁が海上に構築物として現われるこ

とになる。

東京湾横断道路地点の船舶通航量は,首都圏を背

後にしていることから 1日平均約1,400隻 であり,

日本でも有数の過密な海域である。このような航行

環境において,道路建設に伴う航行安全対策が必要
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故障等の事故に伴い漂流衝突する場合,至近水域に

おける荒天避泊船舶の走錨衝突の場合について,当

該海域の航行実態等をもとに,それぞれ詳細に検討

が加えられた結果,表-1に示す船舶の衝突条件が

緩衝施設の設計条件として設定された。

3.浮 島取付 け部
お よび木更津人工島斜路部

3.1 緩衝施設の形式および機能
浮島取付け部および木更津人工島斜路部とは,陸
上から海底 トンネルのすりつけ区間として縦断方向

には4%勾配の斜路,横断方向にはロック材等によ

表-1 衝突対象船舶および衝突条件となるが,周辺海域における航行実

態,気象・海象等の環境条件などを

もとに調査研究が進められ,航行安
全を確保するためめ各種の航行援助

施設のほか,船舶衝突の発生に備え

て衝突の緩和を図り,事故の極小化
に寄与する緩衝施設などについての

検討がなされているところである。

本稿では,こ の中で東京湾横断道

路の海上構築物に対して設置される

緩衝施設の概要について紹介する。

2.緩 衝施設 の設計条件

緩衝施設を設計するうえで,船舶
の衝突条件の設定が必要となる。こ

の条件を定めるに当り,衝突形態と

して,航行中の船舶が道路構造物に

衝突する場合,至近航行船舶の主機

対 象構造物
の舶
型
船
船
象
大
対
最 衝 突 速 力 衝突形態

衝突エネル
ギーの上ヒ較

浮島取付け部 3,000 GT

航行中        6ノ ット 船首～船側 1

漂 流         35ノ ット 船首～船側

走錨

バラス ト時  05ノ ット
斜め船尾

満 載 時  04ノ ット

川崎人工島

5,000 GT
航行中 6ノ ット 船首～船側 l

漂  流 35ノ ット 船首～船側

大型自動車

運搬船
走錨

バラスト時 0.9ノ ット
斜め船尾

0 042

満 載 時  08ノ ット 0 053

木更津人工島

5,000 GT
航行中        6ノ ット 船首～船側 1

流         35ノ ット漂 船首～船側

大型自動車

運搬船
走錨

バラス ト時 09ノ ット
斜め船尾

満 載 時  0.8ノ ット

橋梁主開口部 2.000 GT

航行中        6ノ ット 船首～船側 l

漂 流        35ノ ット 船首～船側

走錨

バラス ト時 05ノ ット
斜め船尾

満 載 時  04ノ ット
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